
 

[成果情報名]施設栽培ダリアのアザミウマ類に対する総合防除体系 

[要約]物理的防除法として防虫ネット、UV カットフィルムの展張、生物的防除法としてバ

ンカーシート TM を利用したスワルスキーカブリダニ放飼とガマ花粉散布および化学的防除

法を組み合わせることで、アザミウマ類の発生および花弁被害を慣行防除に比べ少なく抑

えることができる。 
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[背景・ねらい] 

施設栽培ダリアではアザミウマ類の発生が問題となるが、薬剤抵抗性の発達により防除

が困難になっている。そこで、生物的防除法、物理的防除法および化学的防除法を組み合

わせた総合的管理技術を確立する。 
 

[成果の内容・特徴] 

１．物理的防除法として、開口部へ 0.8mm 目赤色防虫ネット、天井部、サイド部へ UV カッ

トフィルムを展張し、生物的防除法として、9 月中旬と 2 月下旬の 2 回、バンカーシー

ト TMを利用したスワルスキーカブリダニを放飼するとともにスワルスキーカブリダニの

増殖・定着促進効果があるガマ花粉（Nutrimite TM）を散布する。さらに、スワルスキ

ーカブリダニの活動が低下する厳寒期およびアザミウマ類の発生が増加し花弁被害が

発生しやすくなる 4月以降には化学的防除法に切り替えることで、アザミウマ類の発生、

アザミウマ類に対する殺虫剤の散布回数および花弁被害を慣行防除に比べ少なく抑え

ることができる（図 1）。ただし、黒色系品種は淡色系品種に比べアザミウマ類による

花弁での被害が発現しやすいことから（表 1)、黒色系品種である「黒蝶」、「ガーネッ

ト」では実用的な被害抑制効果が得られない（図 2）。 
  

[成果の活用面・留意点] 

１．ガマ花粉散布による植物体の汚れ等、切り花品質への影響は認められない。 

２．バンカーシート TM 内に格納したスワルスキーカブリダニパック製剤を 200 パック/10a

（2 パック/17 株）設置した場合、スワルスキーカブリダニが圃場全体に分散するには約

2 週間を要するので、放飼前にはできるだけアザミウマ類密度を下げておく必要がある。 

３．スワルスキーカブリダニパック製剤のバンカーシート TM 内への格納には、平均で 14.3

秒/パックの時間を要するが、本資材は圃場内の湿度変化や薬剤散布の影響を緩和する効

果が高いことから、安定した防除効果が期待できる。 




